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防災関連動画について

▲避難所用資器材取扱説明動画の再生リスト

　質問　市が配信している防災備蓄
資器材の取扱動画は、視覚的に分か
りやすく優れたものと思う。動画作
成までの経緯や周知等の所見を伺う。
　市長　防災資器材の取扱動画につ
いては、より多くの市民、特に避難
所の開設・運営に携わる自主防災組
織の方に分かりやすく資器材の取り
扱い方法をお伝えするために、令和
５年度に職員が企画から撮影、編集

までを行い作成し、平時の防災対策
をより強固なものとするため、防災
啓発の一環として動画を公開してい
る。今後も避難所運営連絡会等の場
で動画の周知を図り、福生市総合防
災訓練時における資器材取り扱い訓
練の充実に取り組んでいく。
福生駅東口のバス乗り場に空港バス
発着を誘致することについて
　質問　誘致について市の所見は。

　市長　市でも機会があるごとに事
業者に働きかけを行っているが、既
に福生駅西口からの空港バスを運行
する他社との競合などから現時点で
は実現は難しく、まずは通常の路線
バスのダイヤの維持を最優先事項と
して考えているとのことである。今
後も市民の交通利便性の向上のた
め、要望を継続していきたいと考え
ている。

マイナ保険証への移行について
　質問　マイナンバーカードに健康
保険証の機能を持たせた、いわゆる
マイナ保険証を使うメリットは。
　市長　医療機関受診時に自身の服
薬履歴や過去の特定健診の情報等の
提供に同意することで、医師からよ
り多くの情報に基づいた総合的な診
断が受けられることや、重複投薬を
回避するなど適切な医療を受けられ
ること。また、高額な医療費が発生

する場合に限度額適用認定証を申請
していなくても自己負担額を超える
医療費を一時的に負担する必要がな
くなることや、マイナポータルでの
確定申告時に医療費控除が簡単にで
きるなど、手続きが便利になる。
　質問　マイナ保険証の登録状況及
び登録の支援については。
　市長　福生市の最新のマイナン
バーカード保有枚数率は71.9％、

国民健康保険の利用登録状況は
53.9％、後期高齢者医療が59.5％と
いずれも都の平均値を上回ってい
る。マイナンバーカードを健康保険
証として利用するためには、医療機
関に設置されているカードリーダー
やマイナポータル等での登録が必要
だが、自身での登録が難しい方に対
しては、市の窓口で職員による登録
サポートを行っている。

喫煙所について

▲福生駅西口喫煙所

　質問　駅周辺喫煙所、特に福生駅
西口喫煙所設置の経緯と受動喫煙等
への今後の対策について所見を伺う。
　市長　平成26年４月１日施行の福
生市清潔で美しいまちづくり条例に
基づき、市内の駅周辺を路上禁煙区
域に指定したため、同条例において
特別に喫煙できる場所として、福生
駅西口喫煙所を含め７か所の駅前喫
煙所を設置した。その後、平成30年

７月25日に健康増進法の一部を改正
する法律が公布されたことを受け、
示された受動喫煙防止対策の事例や
専門的な見解等を基に、駅前喫煙所
の見直しを行った。福生駅西口喫煙
所は、スペースや通行の動線の確保
等のためパーティション設置による
受動喫煙防止対策が困難である一方
で、喫煙所の利用があること等を踏
まえ、路面上に喫煙所エリアを標示

し、広範囲での喫煙を防ぐ対策を講
じてきた。今後の対策としては、福
生市美しいまちづくりマナーアップ
指導員による指導や、マナーアップ
キャンペーンの継続実施、市広報、
ホームページ等により、喫煙マナー
向上の周知徹底等に加えて、現在の
通行者への影響等を鑑み、簡易的な
パーティションの設置や移設、撤去
等を含めて総合的に検証していく。

ごみ減量対策等の取組について

▲市ホームページに掲載している「ごみのゆくえ」

　質問　ごみ減量対策は、地球環境
を守り持続可能な社会を築くために
非常に重要だが、市は今後ごみ減量
対策をどのように進めていくのか。
　市長　ごみの減量に向けた今後の
取り組みとして、令和７年４月から
は使用済みペットボトルを何度でも
ペットボトルに再生する水平リサイ
クルを実施する。また、子どもたち
への環境教育が重要であることか

ら、中間処理を行うリサイクルセン
ターの見学や市ホームページの「ごみ
のゆくえ」等の他にも様々な機会を活
用した環境教育の場を提供していく。
空き家対策及び空き家住宅除却助成
等について
　質問　空き家問題は福生市でも問
題視されているが、市の対策と空き
家住宅除却助成事業についての考え
を伺う。

　市長　令和２年度に福生市空家等
対策計画を策定し、良好な住環境の
整備や定住化のための住宅用地の創
出に取り組んでいる。特に管理状況
に問題がある空き家については、職
員による現況把握調査や所有者に対
する適正管理の呼びかけを行い、老
朽化した空き家に対しては、空き家
住宅除却助成事業として除却に係る
工事費用への助成を行っている。

公営住宅等について
　質問　本市は近隣よりも公営住宅
の数が多い状況だが、市営住宅の管
理戸数の見直しについて考えを伺う。
　市長　本市の市営住宅の管理戸数
は近隣市と比較して多く、充足して
いると考えることから、新たな整備
は予定しておらず、既存の住宅の適
正な維持管理を継続していく。今後、
公営住宅等長寿命化計画に基づき修
繕や改修は行うが、入居率や住宅困

窮者などの現状把握を行った上で戸
数の見直しも必要になると考える。
セルフネグレクトについて
　質問　自宅で暮らす高齢者などが
食事や着替え、病気の治療などの生
活行為をしない、あるいはできなく
なる「セルフネグレクト」について、
高齢者への対策を伺う。
　市長　高齢者へのセルフネグレク
トの予防には、地域包括支援センタ 

ーを中心とした連携や見守り支援の
強化が重要と考え、市では地域包括
支援センター加美内に、高齢者見守り
ステーションを設置し高齢者世帯を
訪問。支援が必要な高齢者を早期に
発見し、支援につなげる取り組みを
行っている。また、地域包括支援セ
ンターの運営体制を強化し、看護師
や社会福祉士などの専門職が高齢者
の実態把握や相談支援を行っている。
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